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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 事業継続力強化支援計画（BCP）
青年部�“絆”感謝運動・部員募集

3 経営者の「モヤモヤ」相談室

4 未来を応援�/�法律相談

て
ゆ
り
キ
ャ
ン
プ
場

商工ニュース　読者アンケート
ご意見ご要望もこちらまで。ご協力ください。

う
夫
婦
手
作
業
で
キ
ャ
ン
プ
場
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
当
初
の
利
用
者
は
地
元
愛
好

家
が
大
半
で
し
た
が
、
徐
々
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
効

果
も
手
伝
い
県
外
利
用
者
も
増
え
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
か
ら
、「
車
の
騒
音
が
無
く
、

鳥
の
さ
え
ず
り
や
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
穏
や

か
に
聴
こ
え
て
き
て
癒
さ
れ
る
」
と
の
お

声
に
は
、
構
想
か
ら
実
現
ま
で
奔
走
し
て

き
た
苦
労
が
実
を
結
び
、
大
き
な
達
成
感

と
と
も
に
、
今
後
の
励
み
に
も
な
り
ま
し

た
。
ま
た
地
域
か
ら
の
注
目
も
集
ま
り
、

様
々
な
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ

近
年
の
キ
ャ
ン
プ
人
気
も
あ
り
、
着
実

に
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
、
安
定
し
た
経
営

が
望
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
夢

は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後

は
空
き
家
を
活
用
し
た
古
民
家
カ
フ
ェ
や

宿
泊
施
設
の
増
設
、
ゆ
く
ゆ
く
は
廃
校
と

な
っ
た
母
校
の
活
用
と
地
域
活
性
化
へ
私

の
夢
は
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。
私
の
夢
を

形
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
商
工
会

や
地
元
の
皆
さ
ん
と
一
歩
一
歩
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
所
属　

関
市
西
商
工
会
）

母
校
の
閉
校
が
き
っ
か
け

あ
る
の
は
、
や
る
気
と
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で

し
た
。
そ
こ
で
、
想
い
を
形
に
す
る
た
め

に
「
せ
き
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」
や
商
工
会

の
「
経
営
労
務
個
別
相
談
会
」
に
参
加
し
、

関
市
か
ら
特
定
創
業
支
援
者
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
業
後
も
商

工
会
に
、
第
10
回
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
〈
一
般
型
〉
の
申
請
を
支
援
い
た

だ
き
無
事
に
採
択
さ
れ
、
水
道
・
電
気
設

備
の
整
備
と
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
経
営
・

技
術
強
化
支
援
事
業
の
専
門
家
派
遣
制
度

を
利
用
し
、
写
真
の
撮
り
方
や
企
業
向
け

プ
ラ
ン
提
案
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
記

帳
・
確
定
申
告
等
、
商
工
会
の
経
営
指
導

員
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
歩
み
、現
在
の
『
て

ゆ
り
キ
ャ
ン
プ
場
』
が
あ
り
ま
す
。

「
て
ら
お
で
」「
ゆ
っ
く
り
」「
り
ら
っ
く
す
」

見
出
し
の
三
語
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
『
て
ゆ

り
』
と
名
付
け
、
こ
の
想
い
が
伝
わ
る
よ

地
域
を
活
性
化
し
た
い

当
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
私
の
生
ま
れ
育
っ

た
、
関
市
武
芸
川
町
の
北
部
「
寺
尾
ヶ
原

千
本
桜
」
で
知
ら
れ
る
寺
尾
地
区
に
令
和

５
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
寺
尾

地
区
は
商
店
や
小
学
校
が
無
く
な
り
、「
こ

の
ま
ま
で
は
消
滅
集
落
に
な
っ
て
し
ま
う
。

自
分
が
育
っ
た
寺
尾
に
人
が
集
ま
る
場
所

を
作
り
た
い
」
と
キ
ャ
ン
プ
場
造
り
を
決

意
し
ま
し
た
。

元
々
キ
ャ
ン
プ
が
趣
味
の
私
は
、
キ
ャ

ン
パ
ー
の
立
場
か
ら
理
想
の
キ
ャ
ン
プ
場

の
ア
イ
デ
ア
が
自
然
に
湧
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
創
業
や
経
営
知
識
が
な
い
私
に

▪ 

て
ゆ
り
キ
ャ
ン
プ
場 

▪
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キャンプ場脇を
流れる小川 ▲

▲キャンプ風景

▲補助金を活用し設置した
トイレ・水道設備

▲ロゴ入りステッカー
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岐
阜
県
は
、
地
震
や
豪
雨
、
台
風
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る

地
域
で
す
。
近
年
で
は
気
候
変
動
の
影
響

か
ら
、
災
害
の
頻
度
や
規
模
が
増
し
て
い
ま

す
。
災
害
が
発
生
す
る
と
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
・
情
報
の
４
大
経
営
資
源
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
事
業
の
復
旧
に
は
か

な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
復
旧
ま
で
時
間

が
長
く
か
か
っ
て
し
ま
う
と
、
取
引
先
と
の

関
係
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
に
備

え
る
た
め
、「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」、

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
の
策
定
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

⃝

「
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」

企
業
が
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
に

お
い
て
、
事
業
資
産
の
損
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な
る
事
業
の
継
続
あ
る

い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
平

常
時
に
行
う
べ
き
活
動
や
緊
急
時
に
お
け

る
事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、
手
段
な
ど
を

取
り
決
め
た
計
画
書
で
す
。

⃝

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」

中
小
企
業
が
自
社
の
災
害
リ
ス
ク
等
を

認
識
し
、
防
災
・
減
災
対
策
の
第
一
歩
と
し

て
取
り
組
む
た
め
に
、
必
要
な
項
目
を
盛
り

込
ん
だ
も
の
で
、
現
在
及
び
将
来
的
に
行
う

災
害
対
策
な
ど
を
記
載
す
る
も
の
で
す
。
認

定
を
受
け
る
と
、
防
災
・
減
災
設
備
に
対

す
る
税
制
措
置
、
低
利
融
資
、
補
助
金
の

加
点
措
置
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
取
引
先
や
顧
客
か
ら
の
信
頼
獲

得
に
も
つ
な
が
り
、
事
業
の
持
続
性
を
高
め

る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

災
害
対
策
と
し
て
、事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
策
定
し
ま
せ
ん
か
？

■ 

策
定
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

商
工
会
で
は
、
岐
阜
県
内
の
事
業
者
の

皆
さ
ま
を
対
象
に
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
お
よ
び
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策

定
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
取

り
組
む
方
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
防
災
対
策
は
「
備
え
」
が
何
よ
り

も
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
事
業
継

続
力
を
強
化
し
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
お
気
軽

に
お
近
く
の
商
工
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
継
続
力
強
化
計
画

○ 
認
定
対
象
事
業
者 

○

　
�

防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者

○ 

計
画
の
記
載
項
目 

○

⃝

目
的
の
明
確
化

⃝

自
然
災
害
リ
ス
ク
認
識
と
被
害
想
定

⃝
�

発
災
時
の
初
動
対
応（
安
全
確
保
、
安
否
確
認
、

被
害
の
確
認
・
発
信
手
順
等
体
制
の
構
築
）策
定

⃝
�

従
業
員
、
建
物
や
設
備
、
資
金
、
情
報
を
災
害
か

ら
守
る
た
め
の
具
体
的
な
対
策
⃝

計
画
の
推
進
体
制

⃝
�

訓
練
実
施
、計
画
の
見
直
し
等
、取
組
の
実
効
性

を
確
保
す
る
取
組

○ 

認
定
後
の
メ
リ
ッ
ト 

○ （
一
部
抜
粋
）

⃝

税
制
優
遇

計
画
に
従
っ
て
取
得
し
た
対
象
設
備
等
に
特

別
償
却
を
適
用
可
能

⃝

金
融
支
援

　
　
計
画
の
取
組
に
関
す
る
資
金
調
達
を
支
援

⃝

予
算
支
援

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等
の
一
部
の

補
助
金
に
お
い
て
審
査
の
際
に
加
点

○ 

申
請
方
法 

○

⃝

電
子
申
請

Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
ア
カ
ウ
ン
ト(

Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ

ム
も
し
く
は
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
メ
ン
バ
ー)

が
必
要

商
工
会
青
年
部
全
国
統
一
事
業

「〝
絆
〟感
謝
運
動
」を
実
施
！

毎
年
６
月
10
日
の
「
商
工
会
の
日
」
に

合
わ
せ
、
全
国
一
斉
に
地
域
貢
献
活
動
を

行
う
「〝
絆
〟
感
謝
運
動
」
を
県
下
４
商

工
会
青
年
部（
御
嵩
町
・
恵
那
市
恵
南
・

東
白
川
村
・
高
山
北
）が
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
強

化
を
目
的
に
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

が
企
画
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
各
青
年
部
で
清
掃
活
動

が
多
く
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
地
域
事

情
に
即
し
た
活
動
に
取
り
組
ま
れ
た
恵
那

市
恵
南
商
工
会
青
年
部
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

同
青
年
部
で
は
、

「
千
畳
敷
公
園
」
の

清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
千
畳
敷

公
園
は
宝
治
元
年

以
前
に
千
畳
敷
台

地
に
築
か
れ
た
落

合
砦
（
土
岐
明
智
城
）
の
跡
が
残
る
公
園

で
、
地
元
の
方
か
ら
は
と
て
も
大
切
に
さ

れ
て
い
る
場
所
で
す
。
総
勢
24
名
で
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
強
化
だ
け
で
な
く
、リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
意
識
の
芽
生
え
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
素
晴
ら
し
い
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

現
在
、
県
内
の
各
青
年
部
は
、
部
員
数

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
創
生
を
掲
げ
、

地
域
活
性
化
の
た
め
部
員
増
強
運
動
に
励

み
、
実
際
に
令
和
６
年
度
の
新
規
加
入
部

員
数
が
県
下
で
最
も
多
か
っ
た
中
津
川
北

商
工
会
青
年
部
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

中
津
川
北
商
工
会
青
年
部
が
部
員
増
強

を
成
功
さ
せ
た
背
景
に
は
、
部
員
一
人
ひ

と
り
が
「
仲
間
を
迎
え
入
れ
る
意
識
」
を

強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
に
戻
っ
て
き
た
後

継
者
や
、
新
た
に
事
業
を
興
す
方
が
い
る

と
耳
に
す
れ
ば
、
青
年
部
員
が
直
接
赴

き
、
青
年
部
活
動
の
意
義
や
具
体
的
な
内

容
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
す
。「
青
年

部
活
動
は
楽
し
く
、
地
域
貢
献
に
も
繋
が

る
や
り
が
い
が
あ
る
。
一
緒
に
や
ろ
う

よ
」
と
熱
意
の
こ
も
っ
た
働
き
か
け
が
、

新
た
な
加
入
者
を
惹
き
つ
け
る
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
持
続
的
な
活
動
に
は
新
た
な
人

材
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
共
通

認
識
の
も
と
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
毎
年
1
月
1
日
に
は
、
広
報

チ
ラ
シ
を
中
津
川
市
内
全
域
に
新
聞
折
り

込
み
で
配
布
し
、
青
年
部
の
活
動
を
広
く

周
知
す
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
青
年
部
は
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
、
自
己
研
鑽
と
地
域
貢
献
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
繋
ぐ
～
学
び
と
共
感

～
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
続
け
る
青
年
部

に
加
入
し
ま
せ
ん
か
！
ご
加
入
は
、
お
近

く
の
商
工
会
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

青年部 ＴＯＰＩＣＳ

▲折り込み広報チラシ
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「物事は２度創られる」は、スティーブン・R・
コヴィー著『７つの習慣』にある考え方です。１度
目は「イメージ」で、２度目は「リアル」に。それ
は経営にも通じます。

１度目：自社の「未来像」を強くイメージする
売上や利益、従業員数、顧客の喜ぶ姿など、具体
的な未来像（＝ビジョン）を描きます。これはまさに
経営計画です。しかし「計画なんてムダ」とおっ
しゃる方は少なくありません。ただ、今の経営が思
うようにいっていないのであれば、経営計画が良い
きっかけになるでしょう。
ただし「計画がムダ」となる原因は２つありま
す。ひとつは、「面倒だ」と言って経営者本人が関
わらずに外部任せにしている場合。専門家や業者
（あるいは生成AI）に丸投げすれば立派な書類はで
きますが、経営者や従業員に「やりたい！」という
気持ちが伴わなければ、なかなか実行できません。
自分自身で未来を創り上げる意志が大切です。
もうひとつは、手当たり次第に儲かりそうな事業
に飛びついている場合。補助金や資金繰りのために
無理な事業を始めても、うまくいく確率は低いで
す。例えば某補助金であったような、建設業が高級
食パン店を始めたり、雑貨店が3Dゴルフ店を始め
たりなど、突拍子もない計画では失敗が目に見えて
います。
本当にやりたい事業があるから補助金を活用す
る、経営改善に集中したいからリスケを頼む、など
順番を間違えないことが成功の鍵です。計画はただ
「作る」のではなく、経営者自身が「創る」こと
で、実行する時の気合が全く違うのです。

２度目：計画を実行し「未来像」をリアルで実現する
計画が「これをやれば企業が良くなる！」「実現
した時のことを考えるとワクワクする！」くらい
まで創れたら、次は実行です。しかし状況は変化
するもの、計画通りにいかないことがほとんどで
す。実は、計画「そのもの」ではなく、「創るプロ
セス」にこそ価値があるのです。自分で創った未来
像（＝ビジョン）が強くイメージできていれば、困難
があっても諦めず実行し、状況変化には計画を創っ
たプロセスから適切に対応できるはずです。
私が支援した電子部品製造業では、2019年に計画
を創って実行開始直後にコロナ禍となったにも関わ
らず、柔軟に対応して３年後の2022年には売上30％
増・新規顧客開拓などの計画目標を達成しました。
経営者自身が未来を描いたからこそ、状況変化にも
強くいられたのです。
なお、計画はシンプルで構いません。早期経営改
善計画やマル経融資のフォーマットなど、使いやす
いツールも多くあります。「計画は３ページまで」
という専門家もいるくらいです。
計画にたくさん盛り込みすぎると「楽しい」より
「やらなきゃ」のプレッシャーが先に来てしまいま
すので、その点でもシンプルで良いのです。それが
実現したら次へ、次へと「創る⇒実行する」のサイ
クルを繰り返していきましょう。
もし経営計画にご興味を持たれたら、ぜひお近く
の商工会に相談してみてください。計画の策定から
実行まで、この「２度創る」プロセスをサポートし
てもらえるでしょう。
次回は【BCPは「ウラ」経営計画】です。お楽し
みに！

第４回
物事は「２度」創られる
経営計画はシンプル＆楽しく
早期経営改善計画、マル経融資

経営者の
「モヤモヤ」相談室

藤井先生には、全12回シリーズで会員
事業者様のための経営に役立つ情報を
トピックスとして、連載していただきます。

株式会社ＡＣＣ
中小企業診断士　藤井 健太郎
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■  「町の焼肉屋」を次世代につなぐ挑戦
岐阜県揖斐郡池田町

で地元に根差した焼肉店
として長年親しまれてき
た「たる萬」は平成4年
に開業しました。

前代表の鈴木英樹さ
ん自らの目で厳選した精
肉はその品質と味に定評
があり、リピーターが絶
えません。最近ではSNS
で取り上げられたことを
きっかけに隣県から足を
運ぶファンも現れるな
ど、その魅力は県外にも
広がりつつあります。

■ 事業承継の壁と、商工会による支援の始まり
一方で前代表の高齢化に伴い、「事業承継」が大き

な課題となっていました。長年ともに現場に立ってき
た息子さんへのバトンタッチを決意したものの、事業
承継への不安を抱えていた前代表からの相談を受け、
支援に着手し現状の課題を整理しました。今後の成長
を見据えて時代に合った「店舗改装」や「サービス向
上」も必要だと判断し、店舗の刷新に向けた設備投資
支援もスタートすることにしました。

■ 店舗改装から始める新たな一歩
　 ──後継者とともに描く店の未来

事業承継計画の策定支援を実施し、前代表が長年か
けて築いた “ノウハウの棚卸し” を行いました。事業
承継を機に、既存顧客の満足度を維持しながら新たな
ターゲット層の開拓を目指し、客席間の間仕切り設置

や 無 煙 ロ ー ス
ター導入、店舗
内 装 の 刷 新 等
を 実 施 予 定 で
す。また、これ
まで活用してい
なかったSNSを
活用することと
し、インスタグ
ラムの活用支援
をしました。これによりすでに集客につながっています。

■ 「親の背中」を受け継ぎ、地域の未来へ
「自分にできるか不安もあったが、父の背中を見て

きた時間が支えになった。地域に愛される店として、
自分の代でもっと盛り上げていきたい」──後継者で
ある息子さん（鈴木勇児さん）の言葉には、責任感と希
望が込められています。

商工会では今後も経営
面の支援、補助金申請や
販路拡大施策などで多面
的なフォローを継続し、
家族と地域が支えてきた
「たる萬」の味が、次世
代にしっかりと受け継が
れるよう伴走支援してい
きます。 （池田町商工会）

大人気のとんちゃん！

店内の様子

焼肉 たる萬 池田店
代表　鈴木 勇児

 揖斐郡池田町八幡2525-1
 0585-45-9260
 17:00～22:00（L.O.21:30）

休  火曜日 Instagram

「町の焼肉屋」を守り続けるための
事業承継・販路開拓支援

未来を応援

焼肉 たる萬 池田店

申込方法（要予約）　最寄の商工会まで、お申込み（ご予約）ください。　　担当  企業支援課  058-277-1070

窓口相談事業のご案内

ご注意　�相談内容は、初期段階の相談に限ります。本事業は、解決策をアドバイスするものです。法的手続きを弁護士
に委任するような場合には、必要となる費用は相談者の負担となります。

「無料法律電話相談」
お急ぎの場合は、お電話でもご相談いただけます！

「弁護士による無料法律相談会」
経営者の皆様のお悩みにお応えします！

　企業経営に伴う法律問題等について、直接弁護士と相談できる無
料窓口相談会を開設しています（年１８回）。

会 場　ＯＫＢふれあい会館　　 時 間　午後１時から午後５時まで
予約制・オンライン相談可（最寄の商工会にてＺＯＯＭ使用）

　経営安定に関する相談や、トラブルに関する相談な
ど、様々な経営法務問題に対して、商工会職員を通じ
て弁護士に相談できる制度です。 

後継者である息子さん

秘伝のタレで
リピーター続出！


